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【⽇曜に書く】この寒い冬の「不都合な真実」 地球は実は寒冷化？ 環境問題がマネーの問題に変質
している 論説委員・⻑辻象平
 「最近の冬は結構、寒いね」「地球温暖化は、どうしたのだろう」。しばしばこんな会話を⽿にする中、今年も⽇本列島は猛烈な寒さに包まれてい
る。

 予兆は夏の東⽇本の⻑⾬から顔を⾒せていた。10⽉の東京都⼼では最⾼気温が12⽉中旬並みの12・3度の⽇が出現。60年ぶりの異変だった。

 続く11⽉は全国的に冷え込んだ。札幌市では最⾼気温が0度を下回る「真冬⽇」が5⽇あった。105年ぶりの異変だった。12⽉に⼊ると⽇本海側で暴
⾵雪。気候がおかしい。

異論は理解されにくい

 地球は寒冷化に向かおうとしているのではないか。以前から私はそう感じている。

 「パリ協定」によって世界が温暖化防⽌に動いている中で、奇妙に思われることだろう。

 「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」も「国連気候変動枠組み条約締約国会議（COP）」も気温上昇を⾷い⽌めようとしている。

 ⼆酸化炭素（CO2）に代表される温室効果ガスの排出削減は、地球の未来を救う美徳であるとされている。こうした状況の中で、寒冷化の可能性をつ
ぶやくのは難儀なことだ。

 CO2の温室効果は科学的事実。⼈類の活動で⼤気中のCO2濃度は増加中。世界の気温は⾼くなり、⽇本の夏の暑さも殺⼈的。そうした事実と現実があ
るからだ。

太陽⿊点が減っている

 では、どうして寒冷化を思うのか。理由はこの四半世紀、太陽の活動が低下し続けているためだ。⿊点数が減っている。

 太陽は、核融合反応で活動する磁場の星だ。⿊点は磁⼒線が太陽表⾯を貫いている場所なので、その個数に太陽の活動度が反映されるのだ。

 ⿊点の観測には400年の歴史があり、過去に⿊点が減った1645年からの70年間や1800年前後の30年間は、寒冷だったことが知られている。

 今の⿊点の状況は、200年ぶりの寒冷期再来を予告しているのだ。

 1970年代に寒冷化への不安がささやかれていたことを覚えている⼈もいるだろう。

 実は当時の太陽の活動周期（サイクル20）では、⿊点数がその前の同19に⽐べ、⼤幅に減ったのだ。⾬の降り⽅が不安定で、⼩氷期の到来が⼼配さ
れる状況だった。

 だが、次のサイクル21（1976〜86年）と22（86〜96年）で⿊点数は復活し、寒冷化への気配は消えた。

 逆に地球温暖化が国際的な関⼼事となり、97年12⽉に「京都議定書」が採択された。

 20世紀後半に地球の気温は上昇したが、⿊点数でみた太陽活動も、1600年以降で最⾼だったのだ。

 しかし、世界の気象学者らは、こぞってCO2の増加だけに注⽬した。こうして太陽関与説は、懐疑派学説の烙印（らくいん）を押されることになった
のだ。正しい地動説が迫害された科学の暗⿊時代を連想してしまう。

CO2が営利の⼿段に

 太陽の活動は、サイクル22以降、現サイクルの24まで⼤きく下がり続けている。

 普通に考えれば、ただごとでない。太陽科学者たちは警鐘を鳴らしているが、その声は政策決定者に届かない。

 本来の環境問題が、CO2の排出量取引などを通じてマネーの問題に変質している。

 温暖化防⽌という本来の「⽬的」よりも、CO2削減という「⼿段」の⽅が重要なのだ。

 緑化などで改善できる都市のヒートアイランド対策に国は不熱⼼だが、努⼒しても減らせないCO2の削減策には巨額の予算を投⼊し続けている。

 太陽の活動低下は、科学上の重⼤事であるにもかかわらず、多くの関係者にとっては“不都合な真実”であるらしい。

 CO2の削減には、海洋酸性化の防⽌、化⽯燃料の温存という効果もある。だが、多様な学説に背を向けると、旧ソ連時代の「ルイセンコ学説」の悪夢
の再来だ。太陽を無視した、CO2⼀辺倒の取り組みの先にある将来は極めて危うい。

 気象庁は11⽇、南⽶ペルー沖の海⾯⽔温が低くなる「ラニーニャ現象が発⽣しているとみられる」と発表した。これが起きると⽇本の冬は寒くなりや
すい。加えて、⾸都圏に⼤雪を降らせることが多い⿊潮の⼤蛇⾏も拡⼤中。覚悟が必要だ。

 寒い冬は、野菜類の値上がりを招き、エネルギー需要と価格を押し上げる。寒冷化は温暖化以上に困難な事態なのだ。（ながつじ しょうへい）
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